
【福岡女学院教会 主日家庭礼拝】    ２０２３．２． ５． 
 
                      降誕節 第７主日 

 

 

黙 想（黙 祷） 

 

招 詞  見よ、わたしはあなたの前に門を開いておいた。 
                （『讃美歌 21』93－１－28） 

 

讃美歌   ４０４（あまつましみず） 

 

主の祈り 

 

讃 詠    ２６（グロリア、グロリア、グロリア） 

 

聖 書   マタイによる福音書 ２４章３６節～５１節 
（新約 ４８頁） 

信仰告白  使 徒 信 条 
 
メッセージ 「だから、目を覚ましていなさい」 
                   多田玲一牧師 
 

祈 祷  ※それぞれ自由にお祈り下さい 

 

讃美歌   １６９（ハレルヤ。主をほめたたえ） 

 

頌 栄     ２４（たたえよ、主の民） 

 

黙 想（黙 祷） 
 

◎ 讃美歌は歌詞を読むだけでも結構です。 

◎ 会堂での礼拝では讃美歌を短縮して賛美します。 

 

 

【主の祈り】 （『讃美歌 21』９３－５－Ａ） 
 
天にまします我らの父よ、ねがわくはみ名をあがめさせたまえ。 
み国を来（きた）らせたまえ。 
みこころの天になるごとく 地にもなさせたまえ。 
我らの日用（にちよう）の糧（かて）を、今日も与えたまえ。 
我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく 
我らの罪をもゆるしたまえ。 
我らをこころみにあわせず、悪より救い出（いだ）したまえ。 
国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり。 

 アーメン 
 
【信仰告白 使徒信条】 （『讃美歌２１』９３－４－Ａ） 
 
我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。 
我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。 
主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、 
ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、 
十字架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、 
三日目に死人のうちよりよみがへり、 
天に昇り、全能の父なる神の右に坐したまへり、 
かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審きたまはん。 
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交はり、罪の赦し、 
身体のよみがへり、永遠の生命を信ず。アーメン。 
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２月 ５日 マタイによる福音書 ２４章３６節～５１節 
 
◆目を覚ましていなさい 
３６ 「その日、その時は、だれも知らない。天使たちも子も知ら

ない。ただ、父だけがご存じである。 
３７ 人の子が来るのは、ノアの時と同じだからである。 
３８ 洪水になる前は、ノアが箱舟に入るその日まで、人々は食べ

たり飲んだり、めとったり嫁いだりしていた。 
３９ そして、洪水が襲って来て一人残らずさらうまで、何も気が

つかなかった。人の子が来る場合も、このようである。 
４０ そのとき、畑に二人の男がいれば、一人は連れて行かれ、も

う一人は残される。 
４１ 二人の女が臼をひいていれば、一人は連れて行かれ、もう一

人は残される。 
４２ だから、目を覚ましていなさい。いつの日、自分の主が帰っ

て来られるのか、あなたがたには分からないからである。 
４３ このことをわきまえていなさい。家の主人は、泥棒が夜のい

つごろやって来るかを知っていたら、目を覚ましていて、み

すみす自分の家に押し入らせはしないだろう。 
４４ だから、あなたがたも用意していなさい。人の子は思いがけ

ない時に来るからである。」 
 
◆忠実な僕と悪い僕 
４５ 「主人がその家の使用人たちの上に立てて、時間どおり彼ら

に食事を与えさせることにした忠実で賢い僕は、いったいだ

れであろうか。 
４６ 主人が帰って来たとき、言われたとおりにしているのを見ら

れる僕は幸いである。 
４７ はっきり言っておくが、主人は彼に全財産を管理させるにち

がいない。 
４８ しかし、それが悪い僕で、主人は遅いと思い、 
４９ 仲間を殴り始め、酒飲みどもと一緒に食べたり飲んだりして

いるとする。 
 

 
 
 
５０ もしそうなら、その僕の主人は予想しない日、思いがけない

時に帰って来て、 
５１ 彼を厳しく罰し、偽善者たちと同じ目に遭わせる。そこで泣

きわめいて歯ぎしりするだろう。」 
 
     ※聖書は本文は全て、日本聖書協会『聖書 新共同訳』 


